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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第86期

第２四半期連結
累計期間

第87期
第２四半期連結
累計期間

第86期
第２四半期連結
会計期間

第87期
第２四半期連結
会計期間

第86期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 7,781,0409,981,7574,475,5064,677,72717,339,138

経常利益 (千円) 695,665 956,580 334,143 539,7991,090,992

四半期(当期)純利益 (千円) 298,001 548,057 72,353 322,263 382,553

純資産額 (千円) ― ― 11,415,98411,493,42211,241,296

総資産額 (千円) ― ― 18,013,20618,442,37418,377,578

１株当たり純資産額 (円) ― ― 414.05 433.90 408.47

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 10.91 20.40 2.65 12.16 13.99

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 63.0 62.3 60.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 377,4091,241,772 ― ― 1,544,157

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,538,566△482,852 ― ― △1,722,754

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 639,790△404,006 ― ― 702,477

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,268,7422,667,1562,313,612

従業員数 (名) ― ― 102 108 104

(注)　１　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記

　　載しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりま

　　せん。

４　キャッシュ・フローの△は、現金及び現金同等物の純支出を示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間における、当社グループ（当社並びに当社の子会社及び関連会社）において

営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年９月30日現在

従業員数(名) 108（27）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

　　 ２　従業員数の(　)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員で外数であります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年９月30日現在の従業員数(就業人員)は70名であります。　

また、臨時従業員の第２四半期会計期間における平均雇用人員は18名であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

(a) 生産実績

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

精糖 3,085,211 103.8

機能性素材 165,739 90.4

合計 3,250,951 103.0

(注) 上記の金額は、販売価格によっております。
 

(b) 商品仕入実績

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

精糖 110,192 160.6

機能性素材 942,449 120.7

合計 1,052,641 124.0

　

　
(2) 受注実績

当社グループは受注生産を行っておりません。
　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

精糖 3,168,243 101.7

機能性素材 1,349,624 112.8

不動産 159,859 96.9

合計 4,677,727 104.5

(注) １　上記の金額は、セグメント間取引を相殺消去しております。

２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

双日㈱ 2,527,802 56.5 2,594,445 55.5
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間における、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社並びに当社の子

会社及び関連会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間のわが国経済は、昨年後半からの世界的な金融危機に端を発した急速な

景気後退から最悪期を脱し、底入れの兆しが見えつつあるものの、本格的な回復には至らず依然として

先行きの不透明感を抱えたままの状況となっております。

この様な環境下、当社グループは、引き続き食品会社として相応しい工場創りに努力し、安心・安全

な製品の安定供給を最重要課題として取り組んでまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結会計期間の連結業績は、売上高4,677百万円（前年同期比4.5％

増）、営業利益472百万円（同41.2％増）、経常利益539百万円（同61.5％増）となり、四半期純利益は

322百万円（同345.4％増）と増収増益を確保することが出来ました。

事業の種類別セグメントの状況は以下のとおりであります。

①精糖事業

精糖事業の売上高は3,168百万円（前年同期比1.7％増）、営業利益376百万円（同55.5％増）とな

りました。厳しい経済環境下、販売数量は前年同期並みを確保するとともに、海外原糖相場が高騰す

る中、堅実な原糖仕入、燃料費や管理費等のコスト削減に努めた結果、増収増益となりました。

②機能性素材事業

機能性素材事業の売上高は1,349百万円（前年同期比12.8％増）、営業損失6百万円（同20.8％

減）となりました。前連結会計年度に連結子会社となったユニテックフーズ㈱との連携を図り、機能

性食品素材の用途開発、販路拡大に努めてきたものの、依然として環境は厳しく営業損失を計上する

結果となりました。

③不動産事業

不動産事業の売上高は159百万円（前年同期比3.1％減）、営業利益141百万円（同0.5％減）とな

りました。賃貸事業は物件の賃貸状況等は相変わらず堅調に推移したものの、当連結会計年度より本

社ビルの賃貸部分の一部を自社利用した結果、売上高及び営業利益とも微減となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産、負債、純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ0.4％増加し18,442百万円となり

ました。各項目における状況は次のとおりであります。

①資産

資産につきましては、流動資産で前連結会計年度末に比べ3.3％減少し7,780百万円となりました。こ

れは主に販売用不動産の減少、原材料及び貯蔵品の減少等によるものであります。

また、固定資産につきましては、前連結会計年度末に比べ3.2％増加し10,661百万円となりました。こ

れは主に、子会社株式追加取得によるのれんの計上、時価上昇による投資有価証券の増加等によるもの

であります。

②負債

負債につきましては、流動負債で前連結会計年度末に比べ2.1％減少し4,128百万円となりました。こ

れは主に買掛金の減少、預り金の減少等によるものであります。

また、固定負債につきましては、前連結会計年度末に比べ3.4％減少し2,820百万円となりました。こ

れは主に、長期借入金の返済、持分法適用に伴う負債の減少等によるものであります。

③純資産

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ2.2％増加し11,493百万円となりました。これは主

に、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加、投資有価証券の時価上昇による評価差額金の増加等

によるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べ353百万円増加し、2,667百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は、770百万円（前年同期比24.0％

増）となりました。これは主として、税金等調整前四半期純利益の計上、売上債権の減少等によるもの

であります。

②投資活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は、244百万円（前年同期比7.2％

増）となりました。これは主として、長期貸付による支出等によるものであります。

③財務活動によるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は、214百万円（前年同期比

148.5％増）となりました。これは主として、短期借入金の純減額、自己株式の売却による収入が減少し

たこと等によるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はございませ

ん。
　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費等に係る会計基準による研究開発活動の総額は、10百万円で

あります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 110,000,000

計 110,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 29,748,20029,748,200
東京証券取引所
市場第２部

単元株式数は1,000株
であります。

計 29,748,20029,748,200― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年９月30日 ― 29,748,200― 1,524,460― 2,366,732
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

双日株式会社 東京都港区赤坂6-1-20 8,153 27.40

塩水港精糖株式会社 東京都中央区日本橋堀留町2-9-6 2,274 7.64

鈴与株式会社 静岡県静岡市清水区入船町11-1 1,402 4.71

和田製糖株式会社 東京都中央区日本橋浜町2-4-3 1,226 4.12

野村信託銀行株式会社(信託口) 東京都千代田区大手町2-2-2 933 3.13

株式会社静岡銀行
(常任代理人　日本マスタート
 ラスト信託銀行株式会社)

静岡県静岡市葵区呉服町1-10
（東京都港区浜松町2-11-3）

792 2.66

株式会社榎本武平商店 東京都江東区新大橋2-5-2 558 1.87

新潟県砂糖卸荷受商業協同組合 新潟県新潟市中央区南万代町3-37 500 1.68

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内1-2-1 447 1.50

双日食料株式会社 東京都港区赤坂2-14-32 419 1.41

計 ― 16,706 56.15

(注)  上記のほか、当社は自己株式 3,259千株(10.95％)を所有しております。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式
　自己保有株式

3,259,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

25,919,000
25,919 ―

単元未満株式
普通株式

570,200
― ―

発行済株式総数 29,748,200 ― ―

総株主の議決権 ― 25,919 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が 6,000株（議決権 ６個）含まれておりま

す。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
フジ日本精糖株式会社

中央区日本橋茅場町
１―４―９

3,259,000 ― 3,259,00010.95

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 270 268 312 305 304 301

最低(円) 257 262 265 279 291 280

(注)　株価は東京証券取引所市場第２部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結

累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期

間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づき作成し

ております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日

まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツにより四半期レビューを受け、当第２四半期

連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年

４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツ

により四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21

年７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,348,134 1,994,607

受取手形及び売掛金 1,556,394 1,581,575

有価証券 352,075 322,004

商品及び製品 1,407,177 1,372,187

仕掛品 106,235 96,720

原材料及び貯蔵品 738,205 838,445

その他 1,275,556 1,840,903

貸倒引当金 △2,993 △3,425

流動資産合計 7,780,785 8,043,019

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 725,048 749,545

機械装置及び運搬具（純額） 182,286 197,955

土地 2,048,834 2,048,834

その他（純額） 49,493 56,181

有形固定資産合計 ※1
 3,005,663

※1
 3,052,517

無形固定資産

のれん 1,171,749 1,092,626

その他 70,259 77,838

無形固定資産合計 1,242,009 1,170,464

投資その他の資産

投資有価証券 4,355,156 4,030,391

その他 2,160,022 2,140,070

貸倒引当金 △101,263 △58,883

投資その他の資産合計 6,413,916 6,111,577

固定資産合計 10,661,589 10,334,559

資産合計 18,442,374 18,377,578
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,009,498 1,193,699

短期借入金 1,470,064 1,349,996

未払法人税等 360,534 3,232

賞与引当金 105,385 106,430

役員賞与引当金 5,100 10,100

その他 1,177,908 1,551,702

流動負債合計 4,128,491 4,215,159

固定負債

長期借入金 1,634,371 1,675,054

退職給付引当金 555,856 574,943

役員退職慰労引当金 123,011 107,798

持分法適用に伴う負債 64,475 120,411

その他 442,746 442,915

固定負債合計 2,820,459 2,921,123

負債合計 6,948,951 7,136,282

純資産の部

株主資本

資本金 1,524,460 1,524,460

資本剰余金 2,508,506 2,508,451

利益剰余金 7,969,810 7,667,986

自己株式 △799,140 △561,928

株主資本合計 11,203,636 11,138,969

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 295,633 42,314

繰延ヘッジ損益 △5,846 △5,736

評価・換算差額等合計 289,786 36,578

少数株主持分 － 65,748

純資産合計 11,493,422 11,241,296

負債純資産合計 18,442,374 18,377,578
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 7,781,040 9,981,757

売上原価 5,779,986 7,553,340

売上総利益 2,001,054 2,428,417

販売費及び一般管理費 ※１
 1,365,872

※１
 1,563,882

営業利益 635,182 864,535

営業外収益

受取利息 26,272 25,502

受取配当金 38,841 22,563

持分法による投資利益 24,519 86,927

その他 6,828 10,116

営業外収益合計 96,461 145,109

営業外費用

支払利息 17,356 27,637

匿名組合投資損失 15,072 22,958

その他 3,550 2,468

営業外費用合計 35,978 53,065

経常利益 695,665 956,580

特別利益

固定資産売却益 － 484

投資有価証券売却益 5,183 －

貸倒引当金戻入額 2,500 －

その他 26 65

特別利益合計 7,710 549

特別損失

減損損失 15,808 2,473

投資有価証券評価損 171,126 40,021

貸倒引当金繰入額 － 42,221

その他 2,908 48

特別損失合計 189,843 84,765

税金等調整前四半期純利益 513,532 872,364

法人税、住民税及び事業税 255,674 356,690

法人税等調整額 △43,590 △39,093

法人税等合計 212,083 317,596

少数株主利益 3,447 6,710

四半期純利益 298,001 548,057
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 4,475,506 4,677,727

売上原価 3,347,464 3,419,259

売上総利益 1,128,041 1,258,467

販売費及び一般管理費 ※１
 793,296

※１
 785,808

営業利益 334,745 472,659

営業外収益

受取利息 13,150 12,106

受取配当金 7,711 2,282

持分法による投資利益 － 72,879

その他 3,970 6,921

営業外収益合計 24,832 94,190

営業外費用

支払利息 11,498 14,484

匿名組合投資損失 5,975 11,552

持分法による投資損失 4,771 －

その他 3,188 1,013

営業外費用合計 25,434 27,050

経常利益 334,143 539,799

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,500 3,342

特別利益合計 2,500 3,342

特別損失

減損損失 12,155 454

投資有価証券評価損 101,136 27,925

その他 1,596 38

特別損失合計 114,888 28,418

税金等調整前四半期純利益 221,754 514,723

法人税、住民税及び事業税 194,691 219,159

法人税等調整額 △48,738 △26,699

法人税等合計 145,953 192,459

少数株主利益 3,447 －

四半期純利益 72,353 322,263
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 513,532 872,364

減価償却費 75,292 71,616

のれん償却額 24,280 51,277

減損損失 15,808 2,473

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,171 △1,044

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △6,470 △5,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △45,471 41,948

退職給付引当金の増減額（△は減少） △20,328 △19,087

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,430 15,213

受取利息及び受取配当金 △65,114 △48,066

支払利息 17,356 27,637

持分法による投資損益（△は益） △24,519 △86,927

投資有価証券売却損益（△は益） △5,183 －

投資有価証券評価損益（△は益） 171,126 40,021

売上債権の増減額（△は増加） 130,834 25,180

たな卸資産の増減額（△は増加） △280,811 705,133

預け金の純増（△）減 1,164,582 －

その他の流動資産の増減額（△は増加） △1,059,145 423,143

仕入債務の増減額（△は減少） △50,144 △184,200

その他の流動負債の増減額（△は減少） － △721,136

その他 22,503 △54,704

小計 594,729 1,155,843

利息及び配当金の受取額 111,237 79,809

利息の支払額 △21,050 △25,487

法人税等の支払額 △307,506 31,605

営業活動によるキャッシュ・フロー 377,409 1,241,772

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 10,000

有形固定資産の取得による支出 △56,627 △69,119

有形固定資産の売却による収入 100 2,000

無形固定資産の取得による支出 △17,275 △729

投資有価証券の取得による支出 △105,635 △623

投資有価証券の売却による収入 85,283 －

長期貸付金の回収による収入 195,339 248,479

長期貸付けによる支出 △330,000 △470,000

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△1,282,345 －

子会社株式の取得による支出 △27,405 △202,860

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,538,566 △482,852

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 985,000 70,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △109,470 △190,615

自己株式の取得による支出 △8,405 △237,487

自己株式の売却による収入 45,493 330

配当金の支払額 △272,828 △246,234

財務活動によるキャッシュ・フロー 639,790 △404,006

現金及び現金同等物に係る換算差額 △44 △1,369

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △521,411 353,543

現金及び現金同等物の期首残高 1,790,154 2,313,612

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,268,742

※１
 2,667,156
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【継続企業の前提に関する注記】

当第２四半期連結会計期間(自　平成21年7月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

１.前第２四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めていました「固定資産売却益」は、特別利益

総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしております。なお、前第２

四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「固定資産売却益」は26千円であります。

２.前第２四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めていました「貸倒引当金繰入額」は、特別損

失総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間より区分掲記することとしております。なお、前第

２四半期連結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「貸倒引当金繰入額」は2,888千円であります。

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　 前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていました

「その他の流動負債の増減額（△は減少）」は、重要性が増加したため、当第２四半期連結累計期間より区分掲

記することとしております。なお、前第２四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「そ

の他」に含まれる「その他の流動負債の増減額（△は減少）」は△40,257千円であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 2,396,781千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 2,341,952千円

　２　偶発債務

　　(1) 債務保証

　　　　　次の関係会社について、金融機関からの借入れに対

し債務保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 1,500,000千円

南栄糖業㈱ 128,847千円

　　　　　なお、上記南栄糖業㈱に対する債務保証のうち、

64,475千円については、「持分法適用に伴う負

債」に計上しております。

　　(2) 再保証

　　　　　次の関係会社が負っている納税債務に関して金融

機関が行っている履行保証に対し下記金額を上

限として再保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 120,000千円

　２　偶発債務

　　(1) 債務保証

　　　　　次の関係会社について、金融機関からの借入れに対

し債務保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 1,684,333千円

南栄糖業㈱ 128,847千円

　　　　　なお、上記南栄糖業㈱に対する債務保証のうち、

120,411千円については、「持分法適用に伴う負

債」に計上しております。

　　(2) 再保証

　　　　　次の関係会社が負っている納税債務に関して金融

機関が行っている履行保証に対し下記金額を上

限として再保証を行っております。

太平洋製糖㈱ 120,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は、次の

とおりであります。

販売奨励金 232,906千円

販売手数料 79,361千円

貸倒引当金繰入額 68千円

運賃 269,414千円

役員報酬 73,271千円

執行役員報酬 39,342千円

給料手当 187,001千円

減価償却費 34,306千円

賞与引当金繰入額 65,002千円

役員賞与引当金繰入額 6,420千円

退職給付費用 17,052千円

役員退職慰労引当金繰入額 11,405千円

租税公課 12,036千円

のれん償却額 24,280千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は、次の

とおりであります。

販売奨励金 234,011千円

販売手数料 79,254千円

貸倒引当金繰入額 186千円

運賃 275,145千円

役員報酬 83,528千円

執行役員報酬 51,492千円

給料手当 233,385千円

減価償却費 32,048千円

賞与引当金繰入額 83,340千円

役員賞与引当金繰入額 5,100千円

退職給付費用 19,129千円

役員退職慰労引当金繰入額 15,063千円

租税公課 13,417千円

のれん償却額 51,277千円

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は、次の

とおりであります。

販売奨励金 130,256千円

販売手数料 40,672千円

貸倒引当金繰入額 40千円

運賃 141,072千円

役員報酬 41,195千円

執行役員報酬 22,905千円

給料手当 116,043千円

減価償却費 20,771千円

賞与引当金繰入額 38,287千円

役員賞与引当金繰入額 3,210千円

退職給付費用 10,184千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,105千円

租税公課 7,831千円

のれん償却額 24,280千円

※１　販売費及び一般管理費の主要な費目と金額は、次の

とおりであります。

販売奨励金 120,680千円

販売手数料 40,682千円

貸倒引当金繰入額 99千円

運賃 137,745千円

役員報酬 41,829千円

執行役員報酬 28,643千円

給料手当 121,281千円

減価償却費 16,319千円

賞与引当金繰入額 41,010千円

役員賞与引当金繰入額 2,550千円

退職給付費用 9,625千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,958千円

租税公課 6,783千円

のれん償却額 26,997千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,149,777千円

有価証券勘定   121,965千円

計 1,271,742千円

預入期間が３か月超の定期預金 △3,000千円

現金及び現金同等物 1,268,742千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,348,134千円

有価証券勘定 352,075千円

計 2,700,210千円

預入期間が３か月超の定期預金 △3,000千円

１年以内償還予定債券 △30,054千円

現金及び現金同等物 2,667,156千円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年９月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 29,748,200

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,259,809

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年５月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 246,234 9.00平成21年３月31日 平成21年６月５日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　
精糖
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　　(1) 外部顧客に対する
　　　　売上高

3,114,4621,195,992165,0514,475,506 ― 4,475,506

　　(2) セグメント間の内部
   　　 売上高又は振替高

― 26 277 303 (303) ―

計 3,114,4621,196,018165,3294,475,809(303)4,475,506

　　営業利益
　　又は営業損失（△）

242,048△ 7,859142,044376,223(41,488)334,745

(注) １  事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。

２  各事業の主要な製品または業務

　　(1) 精糖…………………… 精製糖、液糖及び糖蜜

　　(2) 機能性素材…………… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン及びペクチン等の機能性食品素材

　　(3) 不動産………………… 不動産賃貸等

３  営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（41,488千円）は、親会社の管理部門及び研

究開発室に係る費用であります。

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　
精糖
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　　(1) 外部顧客に対する
　　　　売上高

3,168,2431,349,624159,8594,677,727 ― 4,677,727

　　(2) セグメント間の内部
   　　 売上高又は振替高

― 138 277 415 (415) ―

計 3,168,2431,349,762160,1364,678,142(415)4,677,727

　　営業利益
　　又は営業損失（△）

376,294△ 6,223141,305511,376(38,716)472,659

(注) １  事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。

２  各事業の主要な製品または業務

　　(1) 精糖…………………… 精製糖、液糖及び糖蜜

　　(2) 機能性素材…………… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン等の機能性食品素材

　　　　　　　　　　　　 及びペクチン等の天然添加物素材

　　(3) 不動産………………… 不動産賃貸等

３  営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（39,316千円）は、親会社の管理部門及び研

究開発室に係る費用であります。
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　
精糖
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　　(1) 外部顧客に対する
　　　　売上高

6,031,9721,419,150329,9187,781,040 ― 7,781,040

　　(2) セグメント間の内部
   　　 売上高又は振替高

― 138 555 693 (693) ―

計 6,031,9721,419,288330,4737,781,734(693)7,781,040

　　営業利益
　　又は営業損失（△）

474,501△ 29,377288,007733,131(97,948)635,182

(注) １  事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。

２  各事業の主要な製品または業務

　　(1) 精糖…………………… 精製糖、液糖及び糖蜜

　　(2) 機能性素材…………… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン及びペクチン等の機能性食品素材

　　(3) 不動産………………… 不動産賃貸等

３  営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（97,948千円）は、親会社の管理部門及び研

究開発室に係る費用であります。

４  当連結会計年度の第１四半期連結会計期間においてユニテックフーズ株式会社を子会社化したことに伴い、

機能性素材事業において資産の額が前連結会計年度末と比較して2,168百万円増加しております。

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　
精糖
(千円)

機能性素材
(千円)

不動産
(千円)

計
(千円)

消去
又は全社
(千円)

連結
(千円)

　　売上高 　 　 　 　 　 　

　　(1) 外部顧客に対する
　　　　売上高

6,201,0912,780,2341,000,4319,981,757 ― 9,981,757

　　(2) セグメント間の内部
   　　 売上高又は振替高

― 177 555 732 (732) ―

計 6,201,0912,780,4111,000,9869,982,489(732)9,981,757

　　営業利益 672,129 5,710 282,646960,486(95,950)864,535

(注) １  事業区分の方法は、内部管理上採用している売上集計区分によっております。

２  各事業の主要な製品または業務

　　(1) 精糖…………………… 精製糖、液糖及び糖蜜

　　(2) 機能性素材…………… 食品添加物、切花活力剤、イヌリン等の機能性食品素材 

　　　　　　　　　　　　 及びペクチン等の天然添加物素材

　　(3) 不動産………………… 不動産賃貸等

３  営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用（96,550千円）は、親会社の管理部門及び研

究開発室に係る費用であります。
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成20年

４月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21

年９月30日)

在外子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会計

期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自  平成20年

４月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21

年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

 
433.90円

　

 
408.47円

　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 11,493,422 11,241,296

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) ― 65,748

　（うち少数株主持分） ― (65,748)

普通株式に係る純資産額(千円) 11,493,422 11,175,548

普通株式の発行済株式数(千株) 29,748 29,748

普通株式の自己株式数(千株) 3,259 2,388

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 26,488 27,359

　

２  １株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 10.91円
　

１株当たり四半期純利益 20.40円
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 298,001 548,057

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 298,001 548,057

普通株式の期中平均株式数(千株) 27,318 26,864
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第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

１株当たり四半期純利益 2.65円
　

１株当たり四半期純利益 12.16円
　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 72,353 322,263

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 72,353 322,263

普通株式の期中平均株式数(千株) 27,345 26,494

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月７日

フジ日本精糖株式会社

取締役会  御中

　

監査法人 トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   宮　坂　泰　行    ㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士   山　澄　直　史    ㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジ

日本精糖株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジ日本精糖株式会社及び連結子会社の平成

20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月４日

フジ日本精糖株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人 トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    宮　坂　泰　行    ㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    山　澄　直　史    ㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているフジ

日本精糖株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フジ日本精糖株式会社及び連結子会社の平成

21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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